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参考資料

とくしま障がい者雇用促進憲章

わたしたちは、働く意欲のある全ての人々が、「働く」「働き続ける」ことで

幸せを得ることができる、優しく個性豊かな社会で暮らすことを願っています。

障がいのある人は、自身の障がいを乗り越えて、「働きたい」を実現するた

めに懸命に努力していますが、「働く」ことに不安を持っている人もいます。

わたしたちは、障がいのある人を正しく理解し、「働きたい」の実現や

「働く」ことへの不安の解消に向け、ともに働く仲間として積極的に応援

することが大切です。

わたしたち県民は、障がいのある人の、雇用の場を確保することをめざし、

全ての人の心と力を合わせ、「働きたい」を実現することを決意し、ここに、

「とくしま障がい者雇用促進憲章」を制定します。

― 障がいのある人の「働きたい」を応援しよう！―

個 人

障がいのある人が生き生きと働ける職場が広がるよう、それぞれの立場で、

できることから積極的に行動しましょう。

障がいのある人は、それぞれの能力に応じた、職業的自立をめざしましょう。

地 域

地域のみんなが交流し、障がいのある人と、ともに働き暮らせる社会をつ

くりましょう。

事業主

障がいのある人を理解し、「できないこと」よりも「できること」を大切

にしましょう。

在宅勤務などの多様な働き方を推進し、「働く場」を広げましょう。

行 政

雇用・教育・福祉・医療などに関わる国・県・市町村や関係機関は、

連携・協力し、障がいのある人の働きやすい環境づくりに取り組むなど、

「働きたい」を支援します。
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徳島県障がい者の雇用の促進等に関する条例
平成二十四年十月十九日

徳島県条例第六十二号

改正 平成二五年一二月一九日条例第五六号

〔徳島県障害者の雇用の促進等に関する条例〕をここに公布する。

徳島県障がい者の雇用の促進等に関する条例

（平二五条例五六・改称）

障がい者の雇用を取り巻く状況は、障がい者に対する理解と関心の増進により改善が見られる一方で、まだ多く

の障がい者が働く場を求めており、依然として厳しいものとなっている。

このような状況を改善するためには、事業主はもとより、県民全てが障がい者の雇用について理解を深めること

により、働く意欲のある障がい者が、その特性に応じて能力を発揮し、地域社会の一員となる機会が確保されること

が不可欠である。

こうした認識の下、障がい者の働きたいという思いの実現に向けて、県、事業主、障がい者雇用関係団体及び県

民が、障がい者に対する理解を深め、相互に連携を図りながら協力することにより、障がい者の雇用の気運を醸成し、

一人でも多くの障がい者の雇用の場が確保されることを目指し、この条例を制定する。

（平二五条例五六・一部改正）

（目的）

第一条 この条例は、障がい者の雇用の促進等について、基本理念を定め、並びに県の責務並びに事業主、障がい者

雇用関係団体及び県民の役割を明らかにするとともに、障がい者の雇用の促進等に関する施策の基本となる事項

を定めることにより、障がい者の雇用の促進等に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって働く意欲のあ

る障がい者が、その特性に応じて能力を発揮することのできる社会の実現に寄与することを目的とする。

（平二五条例五六・一部改正）

（定義）

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

一 障がい者 障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和三十五年法律第百二十三号）第二条第一号に規定する

障害者をいう。

二 障がい者の雇用の促進等 障がい者の雇用の促進及びその職業の安定をいう。

三 障がい者雇用関係団体 事業主の団体、障がい者の団体その他の障がい者の雇用又は就労に関係のある団体

をいう。

（平二五条例五六・一部改正）

（基本理念）

第三条 障がい者の雇用の促進等は、障がい者がその特性に応じて能力を発揮し、経済社会を構成する労働者の一員

として社会参加の機会が確保されることを旨として、行われなければならない。

（平二五条例五六・一部改正）

（県の責務）

第四条 県は、前条に定める障がい者の雇用の促進等についての基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、

関係行政機関、事業主、障がい者雇用関係団体及び県民と協力して、障がい者の雇用の促進等に関する施策を実

施するものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（事業主の役割）

第五条 事業主は、基本理念にのっとり、障がい者一人一人の特性について理解を深め、その特性に配慮した雇用管

理を行う等、障がい者の働きやすい職場環境を整備し、障がい者の雇用の機会の創出及び拡大に努めるものとす

る。

（平二五条例五六・一部改正）

（障がい者雇用関係団体の役割）

第六条 障がい者雇用関係団体は、基本理念にのっとり、その構成員に対し、障がい者の雇用又は就労のために必要

な情報の提供及び助言に努めるものとする。
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（平二五条例五六・一部改正）

（県民の役割）

第七条 県民は、障がい者の雇用及び就労に関する理解を深めるとともに、県が実施する障がい者の雇用の促進等の

ための施策に協力するよう努めるものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（障がい者の雇用の促進等に関する行動計画）

第八条 知事は、障がい者の雇用の促進等に向けた取組について、総合的かつ計画的に推進するため、障がい者の雇

用の促進等に関する行動計画（以下「行動計画」という。）を定めるものとする。

２ 行動計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 障がい者の雇用の促進等に関する目標

二 前号の目標を達成するために必要な施策に関する事項

３ 知事は、行動計画を定めるに当たっては、あらかじめ、県民から広く意見を聴くものとする。

４ 知事は、行動計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。

５ 前二項の規定は、行動計画の変更（軽微なものを除く。）について準用する。

（平二五条例五六・一部改正）

（就労のための教育の充実）

第九条 県は、徳島県立学校において、在学する障がいのある生徒が就労に必要な能力を習得するための教育の充実

を図るものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（職業訓練の充実）

第十条 県は、障がい者が職業に必要な技能及び知識を習得するための職業訓練の充実を図るものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（就業及び生活上の支援）

第十一条 県は、障害者の雇用の促進等に関する法律第二十七条第二項に規定する障害者就業・生活支援センターそ

の他の関係機関と連携して、障がい者が職業生活における自立を図るための就業の支援及び就業に伴い必要とな

る日常生活又は社会生活上の支援に努めるものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（障害者支援施設等からの物品の買入れ等）

第十二条 県は、障害者支援施設等（地方自治法施行令（昭和二十二年政令第十六号）第百六十七条の二第一項第三

号に規定する障害者支援施設その他の施設等であって、障がい者を多数雇用する等により障がい者の雇用の促進

等に取り組むものとして知事が定めるものをいう。以下同じ。）において生産活動等に従事する障がい者の就労を

支援するため、自ら率先して障害者支援施設等から物品を買い入れ、又は役務の提供を受けることに努めるとと

もに、事業者に対して同様の措置を講ずるよう協力を求めるものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（職員の採用）

第十三条 県は、自ら率先して障がい者を職員に採用するものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（啓発活動）

第十四条 県は、障がい者の雇用及び就労に関し、事業主及び県民の理解を深めるため、関係行政機関及び障がい者

雇用関係団体と協力して啓発活動を行うものとする。

（平二五条例五六・一部改正）

（顕彰）

第十五条 県は、障がい者の雇用の促進等に著しく貢献した事業者及び団体（以下「事業者等」という。）の顕彰に

努めるものとする。

２ 知事は、前項の規定により顕彰された事業者等に対し、知事が別に定めるところにより、同項の規定により顕彰

された事業者等であることを示す標章の使用を認めることができる。

（平二五条例五六・一部改正）
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附 則

１ この条例は、公布の日から施行する。

２ この条例の施行の際現に定められている障がい者の雇用の促進等に関する県の計画であって、障がい者の雇用の

促進等に向けた取組について総合的かつ計画的に推進するためのものは、第八条第一項の規定により定められた

行動計画とみなす。

（平二五条例五六・一部改正）

附 則（平成二五年条例第五六号）

この条例は、平成二十六年一月一日から施行する。
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障がいのある人もない人も暮らしやすい徳島づくり条例
平成二十七年十二月二十五日

徳島県条例第七十一号

障がいのある人もない人も暮らしやすい徳島づくり条例をここに公布する。

障がいのある人もない人も暮らしやすい徳島づくり条例

目次

前文

第一章 総則（第一条―第七条）

第二章 障がいのある人の権利の擁護

第一節 障がいのある人に対する差別等の禁止（第八条・第九条）

第二節 差別等に関する相談体制（第十条―第十二条）

第三節 差別等に該当する事案解決の仕組み（第十三条―第十八条）

第三章 地域における共生社会の実現に向けた取組

第一節 情報の取得、コミュニケーションに対する支援（第十九条―第二十三条）

第二節 障がいのある人の移動に対する支援（第二十四条―第二十六条）

第三節 自立及び社会参加（第二十七条―第三十四条）

第四章 県民理解の促進（第三十五条―第三十八条）

第五章 雑則（第三十九条・第四十条）

附則

本県においては、障がいのある人が、いきいきと安心して生活できるよう、障がい福祉サービス等を充実させる

とともに、意欲を持って働く機会の創出など、様々な取組を積み重ねてきた。

また、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の成立、障害者の権利に関する条約の批准など、障がい

のある人の権利を擁護する意識が高まる中、これまでの取組を更に発展させるとともに、障がいを理由とする差別の

解消、障がいのある人の日常生活や社会生活を制限している社会的障壁の除去、さらには、障がいの特性に応じた適

切な情報の取得及び利用、意思疎通並びに移動のための手段の確保などを通じ、障がいのある人が自立して社会参加

し、及び自己の個性や能力を発揮することができるような共生社会の実現が求められている。

特に、障がいのある人が、その多様な障がいの特性に応じ、自らの可能性を最大限に発揮し、地域における社会

貢献活動をはじめとした活躍の場を広げていくことが共生社会の実現のために必要である。

そして、障がいの有無にかかわらず全ての人が、自らの地域に住み、働き、学び、自立し、互いの立場を尊重し

合いながら支え合うことができる社会の実現は、地域社会の活力を取り戻すことにつながるものである。

ここに、私たちは、障がいのある人の権利を擁護するための取組を推進するとともに、障がいのある人もない人

も、支え合いながら、いきいきと暮らせる共生社会の実現を目指し、この条例を制定する。

第一章 総則

（目的）

第一条 この条例は、障がいのある人に対する障がいを理由とする差別の禁止並びに地域社会における障がいのある

人の自立及び社会参加に向けた取組について基本理念を定め、県の責務並びに市町村及び県民の役割を明らかに

するとともに、当該取組に係る施策を総合的に推進することにより、全ての県民が障がいの有無にかかわらず、

相互に人格と個性を尊重し合いながら地域で安心して暮らすことのできる共生社会の実現に寄与することを目的

とする。

（定義）

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

一 障がいのある人 身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む。）その他の心身の機能の障がい

（以下「障がい」という。）がある者であって、障がい及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活

に相当な制限を受ける状態にあるものをいう。

二 社会的障壁 障がいがある者にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような社会における事物、

制度、慣行、観念その他一切のものをいう。

三 情報の取得及び意思疎通 障がいのある人が、必要とする情報を自由に取得し、及び利用し、並びに自らの
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意思を表明し、他人の意思を受領し、及び他人との意思疎通を行うことをいう。

（基本理念）

第三条 第一条に規定する障がいのある人に対する障がいを理由とする差別の禁止並びに障がいのある人の自立及び

社会参加に向けた取組に係る施策（以下「障がいのある人の権利擁護及び社会参加等に関する施策」という。）は、

次に掲げる事項を基本理念として行わなければならない。

一 全ての県民が、障がいの有無にかかわらず、等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重さ

れること。

二 障がいを理由とする差別の解消は、差別が障がいのない人も含めた全ての人に関係する問題であることが認

識され、差別を生む背景にある誤解、偏見その他の理解の不足が解消されるよう、障がいのある人とない人が

学び合い協力していくことを旨として行われなければならないこと。

三 障がいのある人が、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段について選択の機会が

確保されるとともに、情報の取得及び意思疎通のための手段について選択の機会の拡大が図られること。

四 情報の取得及び意思疎通に関する支援は、障がいのある人とない人の双方が、その利益を享受する主体であ

ることを旨として行うこと。

五 全ての障がいのある人が、社会を構成する一員として、自らの意思によって社会、経済、文化その他あらゆ

る分野の活動に参加し、障がいのある人もない人も、互いに支え合い安心して暮らせることを旨として行うこ

と。

六 障がいのある人の自立及び社会参加の促進は、就労支援、雇用促進、スポーツ及び文化芸術の振興その他の

障がいのある人の福祉の向上に関する施策との有機的な連携が図られること。

（県の責務）

第四条 県は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、障がいのある人の権利擁護及び

社会参加等に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、並びに実施するものとする。

（市町村等との連携）

第五条 県は、障がいのある人の権利擁護及び社会参加等に関する施策を策定し、並びに実施するに当たっては、市

町村、県民又は事業者（商業その他の事業を行う者（国、独立行政法人等、地方公共団体及び地方独立行政法人

を除く。）をいう。以下同じ。）と協力し、及び連携して取り組むものとする。

（県民の協力）

第六条 県民は、基本理念にのっとり、障がいのある人に対する理解を深めるとともに、県が実施する障がいのある

人の権利擁護及び社会参加等に関する施策に協力するよう努めるものとする。

（財政上の措置）

第七条 県は、障がいのある人の権利擁護及び社会参加等に関する施策を実施するため、必要な財政上の措置を講ず

るよう努めるものとする。

第二章 障がいのある人の権利の擁護

第一節 障がいのある人に対する差別等の禁止

（差別等の禁止）

第八条 全ての県民は、障がいのある人に対して、障がいを理由として差別することその他の権利利益を侵害する行

為（以下「差別等」という。）をしてはならない。

（社会的障壁の除去のための合理的な配慮）

第九条 社会的障壁の除去は、それを必要としている障がいのある人が現に存し、かつ、その実施に伴う負担が過重

でないときは、それを怠ることによって障がいのある人の権利利益を侵害することとならないよう、当該障がい

のある人の性別、年齢及び障がいの状態に応じて、その実施について必要かつ合理的な配慮がされなければなら

ない。

第二節 差別等に関する相談体制

（差別等及び合理的配慮に関する相談）

第十条 全ての県民は、県に対し、差別等及び社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮に関する相談

（以下「特定相談」という。）をすることができる。

２ 県は、特定相談があったときは、次に掲げる業務を行うものとする。
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一 特定相談に応じ、必要な助言及び情報提供を行うこと。

二 特定相談に係る関係者間の調整を行うこと。

三 関係行政機関への通知その他特定相談の処理のために必要な事務を行うこと。

（専門相談員の配置）

第十一条 知事は、前条第二項及び次項に規定する業務を行わせるため、差別等及び社会的障壁の除去の実施につい

て必要かつ合理的な配慮に関して専門的な識見を有する者のうちから、相談員（以下「専門相談員」という。）を

委嘱することができる。

２ 専門相談員は、次に掲げる業務を行うものとする。

一 相談のあった事例の調査及び研究

二 第十四条第二項の調査

三 前二号に付随する業務

３ 専門相談員は、誠実かつ公正にその業務を遂行しなければならない。

４ 専門相談員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。

（身体障害者相談員等との連携）

第十二条 次に掲げる者は、特定相談があったときは、県又は専門相談員に対し、第十条第二項に掲げる業務その他

必要な措置を求めることができる。

一 身体障害者福祉法（昭和二十四年法律第二百八十三号）第十二条の三第三項に規定する身体障害者相談員

二 知的障害者福祉法（昭和三十五年法律第三十七号）第十五条の二第三項に規定する知的障害者相談員

三 前二号に掲げる者のほか、差別等及び社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮に関して識見

を有し、障がいのある人から相談を受けている者

第三節 差別等に該当する事案解決の仕組み

（助言又はあっせんの求め）

第十三条 差別等を受けた障がいのある人又は障がいのある人が差別等を受けたと思われる事案を発見した者は、知

事に対し、当該差別等に該当する事案（以下「対象事案」という。）の解決のための助言又はあっせんを求めるこ

とができる。ただし、当該求めをすることが当該障がいのある人の意に反することが明らかであると認められる

ときは、この限りでない。

２ 前項の規定による求めは、行政不服審査法（平成二十六年法律第六十八号）その他の法令に基づく不服申立て又

は苦情申立てをすることができる行政庁の処分又は職務執行については、することができない。

（事実の調査）

第十四条 知事は、前条第一項の規定による求めがあったときは、当該求めに係る事実の調査を行うものとする。

２ 知事は、必要があると認めるときは、専門相談員に、前項の規定による調査の全部又は一部を行わせることがで

きる。

３ 第一項の規定による調査を行う職員又は前項の規定による調査を行う専門相談員は、その身分を示す証明書を携

帯し、関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。

（助言又はあっせん）

第十五条 知事は、第十三条第一項の規定による求めがあった場合において、対象事案の解決のために必要があると

認めるときは、徳島県障がいのある人の相談に関する調整委員会に対し、助言又はあっせんを求めるものとする。

２ 徳島県障がいのある人の相談に関する調整委員会は、前項の規定による求めがあったときは、対象事案を解決す

るため、助言又はあっせんを行うものとする。ただし、当該対象事案の性質上助言又はあっせんをすることが適

当でないと認めるときは、この限りでない。

３ 徳島県障がいのある人の相談に関する調整委員会は、助言又はあっせんのために必要があると認めるときは、対

象事案に係る関係者に説明又は資料の提出を求めることができる。

４ 徳島県障がいのある人の相談に関する調整委員会は、対象事案の解決に必要なあっせん案を作成し、これを当事

者に提示することができる。

（勧告）

第十六条 徳島県障がいのある人の相談に関する調整委員会は、前条第四項の規定によるあっせん案を提示した場合

において、差別等をしたと認められる者が正当な理由がなく当該あっせん案を受諾しないときは、当該差別等を
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したと認められる者に対し、必要な措置をとるよう勧告することを知事に対して求めることができる。

２ 知事は、前項の規定による求めがあった場合において、必要があると認めるときは、差別等をしたと認められる

者に対して、必要な措置をとるよう勧告することができる。

３ 知事は、前条第三項の規定による説明若しくは資料の提出を求められた者が正当な理由がなくこれを拒んだとき、

又は虚偽の説明若しくは資料の提出を行ったときは、その者に対し、必要な措置をとるよう勧告することができ

る。

（事実の公表）

第十七条 知事は、前条第二項又は第三項の規定による勧告を受けた者が正当な理由がなく当該勧告に従わないとき

は、その旨を公表することができる。

２ 知事は、前項の規定による公表をしようとするときは、あらかじめ、当該公表に係る者に対して、その旨を通知

し、その者又はその者の代理人の出席を求め、意見の聴取を行わなければならない。ただし、これらの者が正当

な理由なく意見の聴取に応じないときは、意見の聴取を行わないで公表することができる。

（徳島県障がいのある人の相談に関する調整委員会）

第十八条 対象事案の解決のための助言又はあっせんについて調査審議するため、徳島県障がいのある人の相談に関

する調整委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は、委員十人以内で組織する。

３ 委員は、障がいのある人、障がいのある人の福祉に関する事業に従事する者及び福祉、医療、経済、教育、法律

その他差別等に関して学識経験を有する者のうちから、知事が任命する。

４ 委員の任期は、二年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

５ 委員は、再任されることができる。

６ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。

７ この条例に定めるもののほか、委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。

第三章 地域における共生社会の実現に向けた取組

第一節 情報の取得、コミュニケーションに対する支援

（情報の取得及び意思疎通における障壁の除去）

第十九条 県は、障がいのある人が情報の取得及び意思疎通ができるようにするために必要な支援を行うものとする。

２ 県は、前項の支援を行う場合においては、障がいの特性に応じた多様な対応が必要であることを認識し、障がい

の特性に配慮して行うものとする。

３ 県は、第一項の支援を行う場合においては、障がい福祉に関して専門的な識見を有する機関と連携して、最新の

知見に基づき行うよう努めるものとする。

（障がいのある人に配慮した情報発信等）

第二十条 県は、障がいのある人が県政に関する情報を速やかに得ることができるよう、可能な限り、障がいのある

人に配慮した形態、手段及び様式によって情報提供を行うものとする。

（意思疎通等の手段の普及）

第二十一条 県は、県民及び事業者において、点字、音声、字幕、文字表示、わかりやすい表現、情報支援機器（情

報の取得及び意思疎通を容易にする機器をいう。）その他の障がいのある人にとって利用しやすい方法により、障

がいの特性に応じた多様な情報提供の方法が普及するよう必要な施策を講ずるものとする。

２ 県は、手話が言語であるとの認識に基づき、県民及び事業者において手話の利用が普及するよう必要な施策を講

ずるものとする。

３ 県は、障がいのある人自らが、情報の取得及び意思疎通を行えるよう、生活に必要な訓練を行うものとする。

（意思疎通支援者の養成等）

第二十二条 県は、市町村と連携して、点訳、手話通訳その他の方法により障がいのある人の情報の取得及び意思疎

通を支援する者（以下「意思疎通支援者」という。）の養成及び技術の向上のために必要な施策を講ずるものとす

る。

２ 県は、意思疎通支援者の指導者の養成を行うものとする。

３ 県は、市町村と連携して、意思疎通支援者の円滑な派遣を行うものとする。

（災害時等の情報の確保）
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第二十三条 県は、市町村その他の関係機関と連携して、災害その他非常の事態（以下「災害時等」という。）の場

合において、障がいのある人に対し、その安全を確保するために必要となる情報を迅速かつ的確に伝えられるよ

う、多様な情報提供の手段を確保するよう努めるものとする。

２ 県は、災害時等における障がいのある人の避難所での生活等において、必要な情報が障がいの特性に応じ、迅速

かつ的確に伝えられるよう、支援する者の人材の育成を行うものとする。

第二節 障がいのある人の移動に対する支援

（移動手段の確保の必要性）

第二十四条 県は、障がいのある人が自立した日常生活又は社会生活のために必要となる安全かつ快適に利用できる

公共交通機関その他の交通手段が提供されることの重要性について、関係機関及び県民の理解を深めるために必

要な施策を講ずるものとする。

（身体障害者補助犬）

第二十五条 県は、身体障害者補助犬（身体障害者補助犬法（平成十四年法律第四十九号）第二条第一項に規定する

身体障害者補助犬をいう。以下同じ。）の支援を必要とする障がいのある人の社会参加を促進するため、身体障害

者補助犬の育成を行うとともに、身体障害者補助犬の果たす役割の重要性について県民の理解を深めるための啓

発を行うものとする。

（障がいのある人の交通安全等）

第二十六条 県民及び事業者は、身体障がい者用の車椅子で通行している人、白色又は黄色のつえを持った人、身体

障害者補助犬を連れた人その他の安全に配慮が必要と認められる障がいのある人が通行又は歩行している場合に

おいては、その通行又は歩行を妨げないようにするとともに、その安全が確保されるよう必要な配慮をしなけれ

ばならない。

２ 県民及び事業者は、障がいのある人の通行又は歩行の安全を確保するため、自動車（道路交通法（昭和三十五年

法律第百五号）第二条第九号に規定する自動車をいう。以下この項において同じ。）を運転する場合において、当

該自動車にその存在又は接近を歩行者等に知らせる音を発する装置（自動車の後退時に音を発する装置を含む。）

が搭載されているときは、当該装置を用いなければならない。

第三節 自立及び社会参加

（障がい者スポーツの振興）

第二十七条 県は、スポーツを通じて、障がいのある人が心身の健康を保持増進し、体力及び運動能力を向上させる

とともに、スポーツ活動（スポーツを行い、指導し、若しくは観戦し、又はスポーツの競技会その他の催しの運

営にかかわる活動をいう。以下同じ。）により自立及び社会参加が促進されるよう、障がいのある人が障がいの特

性に応じて参加することができるスポーツ（以下「障がい者スポーツ」という。）の振興のために必要な施策を講

ずるものとする。

（スポーツに参加する機会の提供等）

第二十八条 県は、障がいのある人が障がいの特性に応じて多様なスポーツ活動に参加できる機会の提供に努めると

ともに、障がい者スポーツの指導者その他障がい者スポーツの推進に寄与する人材の養成及び資質の向上その他

の必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（競技水準の向上）

第二十九条 県は、パラリンピック競技大会その他の国際的な規模のスポーツ競技会又は全国的な規模のスポーツの

競技会で活躍できる障がい者スポーツの選手を育成するため、障がい者スポーツにおける競技水準の向上に努め

るものとする。

（文化芸術活動の振興）

第三十条 県は、障がいのある人の創造性や豊かな感性を育み、表現力を高めるとともに、障がいのある人の自主的

な文化芸術に関する活動（以下「文化芸術活動」という。）により自立及び社会参加が促進されるよう、障がいの

ある人が障がいの特性に応じて参加することができる文化芸術活動の振興のために必要な施策を講ずるものとす

る。

（文化芸術活動に参加する機会の提供等）

第三十一条 県は、障がいのある人が障がいの特性に応じて多様な文化芸術活動に参加できる機会の提供に努めると

ともに、障がいのある人の文化芸術作品の公演、展示等への支援、これらに関する情報の提供その他の障がいの
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ある人が文化芸術活動に参加するために必要な施策を講ずるよう努めるものとする。

（文化芸術活動の発展）

第三十二条 県は、障がいのある人の文化芸術活動の発展に資するよう、民間の団体等が行う文化芸術の振興のため

の取組の促進その他の障がいのある人の文化芸術活動が活発に行われるような環境の整備のために必要な施策を

講ずるよう努めるものとする。

（地域における活躍の場の充実）

第三十三条 県は、障がいのある人の自立及び社会参加により地域の活性化を図るため、障がいのある人が障がいの

特性に応じ、その能力を発揮して活躍できる場の充実その他の必要な施策を講ずるものとする。

（就労等への支援）

第三十四条 県は、障がいのある人の地域における活躍の場が増えるよう、国等による障害者就労施設等からの物品

等の調達の推進等に関する法律（平成二十四年法律第五十号）第二条第四項に規定する障害者就労施設等その他

関係団体と連携し、障がいのある人が就労その他の生産活動により供給する物品又は役務に対する需要を増進し、

その受注の機会の増大を支援するために必要な措置を講ずるものとする。

第四章 県民理解の促進

（広報及び啓発の推進）

第三十五条 県は、基本理念に関する県民の関心と理解を深めるとともに、障がいのある人の権利擁護及び社会参加

等に関する施策が効果的に実施されるよう、必要な広報及び啓発を推進するものとする。

（障がいのある人とない人の交流の推進）

第三十六条 県は、スポーツ活動、文化芸術活動その他の活動を通じて障がいのある人とない人が交流することので

きる機会を積極的に提供し、その相互理解の増進を図るものとする。

２ 県は、障がいのある生徒、児童及び幼児と障がいのない生徒、児童及び幼児との共同学習その他の交流を積極的

に推進し、また、その保護者の共同学習その他の交流に対する理解を深めることにより、その相互理解の増進を

図るものとする。

（県民等の活動の促進）

第三十七条 県は、県民、事業者又はこれらの者が組織する民間の団体が自発的に行う障がいについて理解を深める

活動を促進するため、情報の提供、助言、指導その他の必要な措置を講ずるものとする。

（顕彰）

第三十八条 知事は、地域の活性化に資する活動その他の社会活動において顕著な功績があると認められる障がいの

ある人に対して、顕彰を行うものとする。

第五章 雑則

（規則への委任）

第三十九条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

（罰則）

第四十条 第十一条第四項又は第十八条第六項の規定に違反した者は、一年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に処

する。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、第二十六条の規定は、公布の日から施行する。

（準備行為）

２ 第十一条第一項の規定による専門相談員の業務の委嘱の手続その他の行為は、この条例の施行前においても行う

ことができる。

（調整規定）

３ この条例の施行の日が行政不服審査法（平成二十六年法律第六十八号）の施行の日前である場合には、同法の施

行の日の前日までの間における第十三条第二項の規定の適用については、同項中「行政不服審査法（平成二十六

年法律第六十八号）」とあるのは、「行政不服審査法（昭和三十七年法律第百六十号）」とする。


